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城北高校サッカー部ＯＢの皆さん
こんにちは！！

　皆様のお陰で年々「初蹴り」に参加してくれ
るＯＢの人数も増えてきました。やはり、現役
を支える「陰の主役はＯＢの皆さんです」。今
後も、一人一人が顔を見せない同級生へ「声か
け」をどんどんしてもらい、社会人となった皆
さんに少しでもリラックスできる場所・本音で
話ができる場所「最上段」の和を広げていきた
いと思います。さて、我々の時代では想像でき
なかった「ワールドカップ」がこの日本で開催
されています。私もですが、多分皆さんも仕事
が手に付かない日々が続いていると思います。
やはり、日本が決勝トーナメント進出できたよ
うに「地の利」はすごいものと思います。この
「地の利」とは、言い換えれば、城北のサッカ
ーグランドが地で、利は我々ＯＢの和だと思い
ます。今後もますますこの会が発展できるよう
に皆様の協力宜しくお願いいたします。最後に
なりましたが、正月皆さんとお会いできるのを
楽しみにしています。その時は互いにいい顔
で、「新年あけましておめでとうございま
す！！」からはじめましょう。

OB会長　吉 川 英 司

　
近
況
報
告
と

　
　
城
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の

　
　
　
　
　
　
復
活
を
祈
念
し
て

元
コ
ー
チ　

岡
光
龍
三

　

広
島
城
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
お
久
し

ぶ
り
で
す
。
長
ら
く
ご
無
沙
汰
を
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
に
は
お
変
わ
り
も
な
く
、
お
元
気
に
て
各
方

面
で
ご
活
躍
と
の
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

先
日
、
宮
本
先
生
か
ら
電
話
が
あ
り
、
城
北
高
校
サ

ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
の
会
報
誌
へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
、

快
く
引
き
受
け
た
も
の
の
、
今
や
、
日
本
国
中
が
熱
狂

し
て
い
る
、
２
０
０
２　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
・
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ/

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
開
催
中
で
す
。

6
月
15
日
付
の
中
国
新
聞
の
一
面
に
は
『
日
本　

決
勝

Ｔ
進
出
』
「
森
島
・
中
田
英　

ゴ
ー
ル
」
と
い
う
大
見

出
し
で
、
以
下
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の

第
17
回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
で
14
日
、
日
本
は

チ
ェ
ニ
ジ
ア
に
２—
０
で
勝
ち
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
の
歴
史
的
快
挙
を
達
成
し
た
。
日
本
は
一
時
リ
ー

グ
Ｈ
組
を
２
勝
１
分
け
の
無
敗
で
乗
り
切
り
、
堂
々
の

１
位
で
同
リ
ー
グ
を
突
破
し
た
。
共
催
国
の
韓
国
も
ポ

ル
ト
ガ
ル
を
１—

０
で
破
っ
て
、
Ｄ
組
で
１
位
と
な
り

「
日
本
と
一
緒
に
16
強
入
り
」
の
目
的
を
果
た
し
た
。

日
本
は
18
日
に
宮
城
で
の
同
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

で
、
Ｃ
組
２
位
の
ト
ル
コ
と
ベ
ス
ト
８
進
出
を
懸
け
て

対
戦
す
る
。
と
あ
り
ま
し
た
。

経
済
不
振
・
国
会
議
員
の
不
始
末
・
小
泉
内
閣
の
構

造
改
革
の
遅
れ
等
々
、
日
本
国
内
で
は
大
き
な
問
題
点

が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
日
本
代
表
選
手
が
や
り

遂
げ
た
仕
事
は
、
限
り
な
く
大
き
な
好
影
響
を
も
た
ら

す
波
及
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
真
っ
最
中
で
、
一
日
中
（
練
習
時
間
以
外
）

Ｔ
Ｖ
・
新
聞
・
雑
誌
に
釘
付
け
に
さ
れ
、
筆
を
執
る
時

間
も
な
く
困
惑
し
て
い
る
状
態
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
思
い
出
に
つ
い
て
は
、
初
代
監
督
の

田
辺
先
生
・
二
代
目
監
督
の
井
上
先
生
・
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

が
寄
稿
さ
れ
て
お
り
、
重
複
す
る
部
分
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
私
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
城

北
サ
ッ
カ
ー
部
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
い
る
こ

と
を
主
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。

私
は
、
一
昨
年
の
10
月
10
日
付
け
で
37
半
も
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
マ
ツ
ダ
㈱
【
旧
東
洋
工
業
㈱
時
代
も
含

め
】
を
無
事
に
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

そ
の
年
の
12
月
20
日
に
、
左
足
下
肢
静
脈
瘤
の
手
術

を
し
て
、
昨
年
の
１
月
末
に
リ
ハ
ビ
リ
中
で
近
所
を
散

歩
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
日
本
大
学
の
強
化
責
任

者
も
兼
任
し
て
い
る
友
人
か
ら
、
私
の
携
帯
へ
電
話
が

入
り
、
広
島
経
済
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
・
育
成
を

し
て
く
れ
な
い
か
と
の
依
頼
（
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
致
し
ま
す
。
）

で
し
た
。
私
も
年
を
取
り
す
ぎ
て
お
り
、
今
更
、
大
学

生
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
、
少
し
考

え
さ
せ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
後
日
に
返
事
を
す
る

こ
と
に
し
た
。

マ
ツ
ダ
㈱
勤
務
の
晩
年
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
単
身

出
向
（
韓
国
＝
ソ
ウ
ル
に
３
年
半
・
広
島
県
北
＝
庄
原

に
７
年
）
を
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
子
供
た
ち
の
進
学
・

結
婚
、
母
親
の
看
病
・
死
去
等
々
、
家
内
に
随
分
と
苦

労
を
か
け
た
と
の
思
い
も
あ
っ
た
の
で
、
少
し
休
養
し

て
か
ら
、
国
内
外
の
旅
行
に
で
も
行
こ
う
と
思
っ
て
い

た
矢
先
の
依
頼
で
あ
っ
た
た
め
、
迷
い
な
が
ら
も
家
内

に
相
談
す
る
と
、
貴
方
の
健
康
維
持
の
た
め
に
も
引
き

受
け
た
ら
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ

う
か
と
決
心
致
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
コ
ー
チ
と
い
う
こ
と
で
４
月
末
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
５
月
初
旬
か
ら
い
き
な
り
広
島
県
学
生
リ

ー
グ
と
、
そ
の
合
間
に
開
催
さ
れ
る
総
理
大
臣
杯
の
予

選
に
突
入
。
各
大
学
チ
ー
ム
の
実
力
・
自
チ
ー
ム
の
部

員
の
個
性
等
、
何
も
把
握
し
て
い
な
い
状
況
下
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
学
生
リ
ー
グ
は
７
年
ぶ

り
４
回
目
の
優
勝
。
総
理
大
臣
杯
は
こ
の
年
、
全
タ
イ

ト
ル
を
独
占
し
た
福
山
大
学
に
準
々
決
勝
で
惜
敗
。
夏

に
開
催
さ
れ
る
天
皇
杯
の
県
予
選
は
、
広
島
大
学
に
惜

敗
。
秋
に
開
催
さ
れ
る
中
国
学
生
リ
ー
グ
は
、
初
戦
で

福
山
大
学
と
対
戦
し
、
５—

３
で
勝
利
し
た
も
の
の
、

あ
と
は
格
下
の
チ
ー
ム
と
引
き
分
け
た
り
し
て
、
最
終

的
に
は
3
勝
3
分
1
敗
の
成
績
で
、
８
チ
ー
ム
中
の
４

位
で
、
昨
年
度
の
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

一
昨
年
は
、
最
下
位
で
２
部
の
優
勝
チ
ー
ム
と
入
れ

替
え
戦
を
行
い
、
か
ろ
う
じ
て
１
部
残
留
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
由
。
広
島
経
済
大
学
と
し
て
の
危
機
意
識
も

あ
っ
て
、
外
部
か
ら
指
導
者
を
招
請
さ
れ
た
と
い
う
経

緯
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
成
績
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
今
年
の
２
月
か

ら
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
を
要
請
さ
れ
、
同
月
中

旬
、
監
督
就
任
の
記
事
が
中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
早
速
、
城
北
高
校
の
宮
本
先
生
が
挨
拶
に
来
ら
れ
、

十
数
年
ぶ
り
に
再
会
い
た
し
ま
し
た
。

宮
本
先
生
は
、
私
が
、
城
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ

ー
チ
を
し
て
い
た
時
の
末
期
の
選
手
で
、
先
生
が
２
年

生
の
時
に
、
私
が
ソ
ウ
ル
へ
海
外
出
向
致
し
ま
し
た
関

係
で
、
こ
の
時
を
も
っ
て
、
長
年
に
わ
た
り
指
導
し
て

き
た
城
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
も
、
同
校
の
活
躍
を
気
に
は
し
て
お
り

ま
し
た
。
何
年
ぶ
り
か
で
再
会
し
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

る
中
で
、
練
習
試
合
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
３
月
と
５
月
に
Ａ
チ
ー
ム
・
Ｂ
チ
ー
ム
と
も
２

試
合
づ
つ
行
い
ま
し
た
。
最
初
の
ゲ
ー
ム
は
、
相
手
が

大
学
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
遠
慮
が
ち
で
思
っ

た
よ
う
な
試
合
運
び
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

次
の
試
合
は
、
遠
慮
も
な
く
な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
、

普
段
通
り
の
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ

の
チ
ー
ム
は
鍛
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
今
で
も
、
広
島

県
の
高
校
で
ベ
ス
ト
４
に
は
入
れ
る
潜
在
能
力
を
も
っ

て
い
る
チ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
感
触
を
得
ま
し
た
。

県
総
体
で
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
き
２
年
連
続
ベ
ス
ト

16
に
は
い
り
ま
し
た
が
、
本
大
会
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
は
組
み
合
わ
せ
に
恵
ま
れ
ず
、
２
回
戦
で
強
豪
の
沼

田
高
校
と
２—

２
の
Ｐ
Ｋ
負
け
で
し
た
が
、
２—

１
で

リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
ロ
ス
タ
イ
ム
で
追
い
つ
か
れ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
残
念
な
悔
い
の
残
る
ゲ
ー
ム

で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
、
潜
在
能
力
を
持
っ
た
チ
ー
ム
で
あ
る
と
評

し
た
の
は
、
広
経
大
と
し
て
、
今
年
は
多
く
の
高
校
チ

ー
ム
と
練
習
試
合
を
し
て
き
た
経
験
に
基
づ
い
て
お
り

ま
す
。
皆
実
・
観
音
・
沼
田
・
美
鈴
が
丘
・
基
町
・
山
陽
・

瀬
戸
内
・
修
道
等
々
と
練
習
試
合
を
し
て
き
た
結
果
、

今
年
の
城
北
高
校
は
、
少
し
頑
張
れ
ば
上
位
進
出
は
夢

で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
３
年
生
は
退
部
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
進
学
校
の
宿
命
か
、
昔
も
今
も
同
じ
こ
と
の
繰

り
返
し
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
高
校
生
段
階

で
は
、
夏
合
宿
を
終
え
た
頃
に
急
激
に
力
（
体
力
的
・

精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
す
る
時
期
）
を
つ
け
て
く
る

だ
け
に
、
こ
こ
で
ブ
ラ
ン
ク
の
期
間
を
つ
く
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
の
後
の
大
学
・
社
会
人
チ
ー
ム
で
再
び
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と

し
て
現
れ
て
き
ま
す
。
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

城
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
、
陰
な
が
ら
応
援
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
復
活
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
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携帯電話　090-2296-5967
E-mail　qpon@do.enjoy.ne.jp
fantasista-qpon@docomo.ne.jp

ＯＢ会費徴収について
	 心あるＯＢの方におかれましては、
	 	 趣旨賛同のうえ、ご協力お願い致します。
振り込み先　郵便貯金　記号 15140　番号 31802191

広島城北高等学校サッカー部ＯＢ会　吉川英司
会費　一口　5,000 円

※ご家族のみなさんへ：ご本人が、ご入学・ご就職・ご結婚などで不在の場合は、お手数ですが、ご本人まで、ご連絡下さい。

　近　　況　　報　　告
１５年ぶりの県大会出場を果たした昨年のチームから代が変わり、広島城北高校サッカー部の新たな歴史の

ス夕ートとなる今年のチームの闘いは、９月の選手権大会において、第一次卜ーナメン卜決勝で基町高校にＰＫ
戦で敗れ、最低限の目標だった二次リーグ戦に進出できないという、苦い結果からス夕ー卜しました。

広 島 県 高 校 新 人 大 会
  第一戦　2002．1．13  広島城北　5 － 0　千代田
若干緊張気味のスタートであったが、開始早々、コーナーキックから谷口選手のへディングシュートが決ま

って波に乗り、前半で３点のリードを奪うことができた。後半も加点し、危なげなくゲームをコン卜ロールした
が、相手の速攻に対するディフェンスにやや不安な面もみせた。
  第二戦　2002．1．20  広島城北　3 － 3　国泰寺　（ＰＫ　2 － 4）
ここ何年か苦渋を舐めさせられている国泰寺高校に対し、二度も先行される苦しいゲーム展開を強いられたが、選手

はあきらめることなくファイトして二度とも同点に追いつき、後半には豊田選手のゴールで逆転に成功した。しかし前
後半それぞれの立ち上がりに失点したことによる選手への精神的・身体的負担は思った以上に大きく、足が止まった後
半 18分に同点ゴールを浴びてしまった。
ＰＫ戦では４人が決めた国泰寺に対し、城北は２人失敗して、残念な結果で大会を終えた。

広島県高校総体　広島地区予選
  第一戦　2002．4．21  広島城北　12 － 0　熊野
ディフェンス時のポジショニングにやや不安があったものの、坂本（ピグ）選手を中心とした攻撃陣が好調

で、今大会の今後に大きな期待感を抱かせる試合だった。
  第二戦　2002．4．27  広島城北　9 － 0　西高校
  第三戦　2002．4．28  広島城北　0 － 0　国際学院　（ＰＫ　４－２）
県大会出場をかけた一戦は、予想どおり緊迫した好ゲームとなった。広島城北の生命線であるプレスディフェンスは

相手にかなりのプレッシャーを与えたが、国際学院もシンプルなパス回しからＤＦラインの裏を鋭く突き、何度かひや
りとさせられる場面もあった。同点のまま試合終了し、選手権・新人戦と敗れているＰＫ合戦に突入したが、３度目の
正直か、４人までの全員がゴールを決めて国際学院を振り切り、二年連続の県大会出場を果たした。

広 島 県 高 校 総 体 　 広 島 県 大 会
  第一回戦　2002．6．1 広島城北　5 － 0　三原
試合開始から多くのチャンスを奪いながらなかなか得点できなかったが、前半２０分の小島選手のゴールで

落ち着きを取り戻し、その後は着実に加点した。
  第二回戦　2002．6．2 広島城北　2 － 2　沼田　（ＰＫ　１－３）
広島県を代表する強豪校に対し、前半開始早々に得点するという、願ってもない展開となった。選手は気後れするこ

ともなくすばらしいファイトを見せ、やや押され気味ではあったが、惜しいチャンスも何度か作った。後半２２分に同
点に追いつかれたが、その後はむしろ押し気味に闘うことができた。そして突入した延長後半、中曽選手が倒されて得
たＰＫを坂本選手が冷静に決めた後は、時間との戦いになったが、試合終了間際、コーナーキックから同点に追いつか
れた。
気持ちを切り替えて臨んだＰＫ戦では、運が味方せず、またもベスト８の壁に跳ね返された。しかしこのゲームは、

広島城北高校サッカー部に非常に大事な経験を与えてくれた。
新主将に高哲郎選手を指名し、新チームがスタ－卜しました。二年連続で県大会に進み、ともにベス卜１６という成

績からも、サッカー部の確実な進歩は自他ともに認めるところですが、逆に「そこから先」を目指すためにするベき事
や課題は山積みです。しかし、春先の九州遠征で鹿児島実業高校と対戦したり、広島経済大学サッカー部に胸を貸して
頂いたりという経験は、チームにとって非常に大きな財産となっており、沼田高校と互角以上の闘いができた要因だと
思います。
４月から３０回生の菊一滋君が、卜レーナーとしてスタッフ入りしました。また、保護者会、ＯＢ会と、サッカー部

を取り巻く環境はますます充実しています。選手はみなさんの応援や期待を感じながら、日々最上段で練習に取り組ん
でいます。チームがもうひとつ上のランクにあがる、近い将来、本当に近い将来それは間違いなく実現するでしょう。

広島城北高校サッカー部コーチ　岩 井 竜 彦（２４回生）
電話（０８２）２８０－３０２５
携帯０９０－４６９２－６４７５

tatsu101@dream.com
tatsu.gun-cha@docomo.ne.jp

事務局から
今回はじめて、会報誌を郵送させていただきます皆様へ
　95 年に、19 回生より下でスタートしたＯＢ会ですが、少しずつ年代
を広げていこうとしています。
　今まで失礼がありましたことを、誌面を借りてお詫びいたします。
　つきましては、今後ともＯＢ会の活動に、ご理解、ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、お知り合いで、会報誌が郵送されていない方、
住所が変更された方がおられましたら下記までご連絡ください。

事務局　〒 732 － 0015　広島市東区戸坂城山町 1-3 広島城北学園内
　　　　　　　　　広島城北高等学校サッカー部ＯＢ会　宮本　誠

　　　　　　　　　　 TEL　082 － 229 － 0111

第2次黄金時代到来？
あんなに、遠かった県大会に二年連続で出場でき、お

まけに、あの沼田といいＧＡＭＥができました。新チーム
もすばらしいチームなので、今後も期待してください。

しかし、勝利だけを求めるのでなく、原点に帰り、新
チームのテーマは、ハートフル・フットボール！

（ハートのあるサッカーをしよう！）

広島城北高校サッカー部　宮 本 　 誠（19 回生）

「
サ
ッ
カ
ー
は
世
界
共
通
！
」

33
回
生　

中
正
成
則

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
上
陸
！
！
！
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
毎
日
が
サ
ッ
カ
ー
づ
く
し
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
こ

と
に
今
春
か
ら
働
き
出
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
で
す
。
ま

ず
は
、
今
回
私
の
よ
う
な
者
に
筆
を
取
る
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
宮
本
先
生
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
さ
あ
、
何
を
書
こ
う
か
！
？
」
と
考
え
た
あ
げ
く
、

フ
ラ
ン
ス
留
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
書

く
こ
と
に
し
ま
す
。
単
に
技
術
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
な
部
分
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

と
し
て
、
な
ど
な
ど
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

週
末
に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
サ
ッ
カ
ー
人
が

大
学
の
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
場
の

雰
囲
気
で
自
然
と
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
キ
ッ
ク
オ
フ
！

試
合
が
始
ま
る
と
日
本
人
は
み
ん
な
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
有
名
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
な
ん
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
や

ら
・
・
・
。
毎
週
サ
ッ
カ
ー
の
お
か
げ
で
ア
フ
リ
カ
系
、

ア
ラ
ブ
系
、
ラ
テ
ン
系
と
多
く
の
民
族
と
交
流
で
き
、
言

葉
の
代
わ
り
に
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
共
通
言
語
が
お
互
い
の

距
離
を
縮
め
て
く
れ
ま
し
た
。
「
サ
ッ
カ
ー
は
世
界
共

通
！
」
と
い
う
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
私
が
一
番
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
目
覚
め
た
の

は
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
サ
ン
ド
ニ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
屈

辱
で
す
。
日
本
Ｖ
Ｓ
フ
ラ
ン
ス
、
み
な
さ
ん
は
覚
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト
を
フ
ラ
ン
ス
人

の
友
達
に
と
っ
て
も
ら
っ
た
た
め
に
、
私
の
周
り
に
は
フ

ラ
ン
ス
人
ば
っ
か
り
！
当
然
日
本
代
表
の
ユ
二
ホ
ー
ム
に

腕
を
通
し
て
観
戦
。
し
か
し
ご
存
知
の
と
お
り
試
合
は
ボ

ロ
ボ
ロ
。
し
か
も
点
が
入
る
た
び
に
、
私
の
前
に
座
っ
て

い
る
子
供
た
ち
が
こ
ち
ら
に
振
り
向
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
初
め
の
一
点
目
、
二
点
目
あ
た
り
は
「
ど
う
だ
っ
！
」

と
い
う
感
じ
で
、
誇
ら
し
げ
に
こ
っ
ち
を
見
て
い
た
の
が
、

三
点
、
四
点
、
そ
し
て
五
点
目
が
入
っ
た
こ
ろ
に
は
「
か

わ
い
そ
う
に
・
・
・
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
同
情
し
た
雰

囲
気
。
あ
れ
は
も
う
耐
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
は

「
お
ー
い
、
日
本
代
表
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
っ
た
ん

だ
？
」
と
い
う
歌
が
ス
タ
ジ
ア
ム
内
を
包
み
込
む
。
中
途

半
端
に
言
っ
て
い
る
意
味
が
わ
か
る
だ
け
に
、
悔
し
い
！

は
が
ゆ
い
！
あ
の
瞬
間
「
い
つ
の
日
か
、
き
っ
と
・
・
・
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
湧
き
出
て
き
た
。
今
回
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
フ
ラ
ン
ス
は
予
選
敗
退
。
み
な
さ
ん
は
非
常

に
残
念
に
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
に

は
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
。
し
か
し
次
回
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と

い
う
大
舞
台
で
、
直
接
対
決
の
結
果
フ
ラ
ン
ス
を
退
け
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

あ
ま
り
城
北
サ
ッ
カ
ー
部
と
直
接
的
な
関
係
の
な
い
文
章

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
言
葉
を

学
ば
し
て
も
ら
っ
た
あ
の
最
上
段
。
あ
の
場
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

本
当
に
サ
ッ
カ
ー
は
楽
し
い
な
ー
。

栄
光
の
ア
ッ
ズ
ー
リ

第
36
期
卒
業
生　

海
野
裕
次
郎

都
内
の
と
あ
る
ア
パ
ー
ト
、
玄
関
を
入
り
、
台
所
を
抜

け
、
６
畳
一
間
の
殺
風
景
な
部
屋
。
そ
の
部
屋
の
左
奥
の

壁
に
場
違
い
な
程
さ
わ
や
か
な
写
真
が
あ
る
。
そ
れ
は
広

島
県
下
有
数
の
名
門
、
広
島
城
北
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
い
る
若
者
は
み
な
空
色
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
ま
と
い
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
強
い

視
線
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
中
央
に
写
っ
て
い
る
の
は
間

違
い
な
く
高
校
時
代
の
自
分
で
あ
る
。
そ
の
写
真
の
自
分

を
見
て
み
る
。
引
き
締
ま
っ
た
腕
、
脚
、
黒
い
短
髪
。
今

こ
こ
に
い
る
自
分
を
鏡
に
映
し
て
見
て
み
る
。
無
常
に
も

共
通
点
が
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
紫

外
線
を
浴
び
て
も
小
麦
色
に
な
る
こ
と
の
な
い
自
慢
の
美

白
肌
ぐ
ら
い
か
。

な
に
よ
り
も
違
う
モ
ノ
が
あ
る
。
そ
れ
は
眼
だ
。
あ
の

頃
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
強
い
意
志
を
宿
し
た
眼
を
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

城
北
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
て
得
た
も
の
の
中
で
何
よ
り

も
大
き
な
も
の
と
い
え
ば
宮
本
監
督
が
持
つ
貪
欲
な
ま
で

の
向
学
心
で
あ
る
。
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
宮
本
監
督

は
不
器
用
な
ヒ
ト
だ
。
し
か
し
、
宮
本
監
督
は
そ
の
不
器

用
な
分
、
他
の
人
の
何
倍
も
の
努
力
を
す
る
。
ど
ん
な
新

し
い
こ
と
に
も
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
（
練
習
方
法
な

ど
私
の
代
は
毎
週
変
わ
っ
て
そ
り
ゃ
も
う
大
変
だ
っ
た
。
）

そ
う
し
て
宮
本
監
督
は
お
ご
る
こ
と
な
く
日
々
何
か
を
手

に
入
れ
て
い
く
。
あ
の
頃
は
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
そ
の
す

ご
さ
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
や

は
り
体
で
は
「
そ
れ
」
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
い
つ

も
気
が
付
け
ば
最
上
段
グ
ラ
ン
ド
へ
と
足
を
向
か
わ
せ
て

い
た
。
こ
う
し
て
宮
本
監
督
の
も
と
に
は
ど
ん
ど
ん
と
宮

本
監
督
を
慕
う
人
が
増
え
て
い
く
。
そ
の
最
た
る
例
が
こ

の
城
北
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
今
年
の
初
蹴
り
に
初
め
て
Ｏ
Ｂ
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
昼
間
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
後
の
夜
の
食
事

会
、
現
役
時
代
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
皆
さ
ん
の
嬉

嬉
と
し
た
表
情
に
、
そ
し
て
面
識
の
全
く
な
い
歳
の
離
れ

た
Ｏ
Ｂ
同
士
が
い
わ
ゆ
る
「
キ
ュ
ウ
ポ
ン
」
ネ
タ
で
盛
り

上
が
っ
て
い
る
様
子
に
、
不
思
議
と
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。
こ
れ
な
の
だ
、
こ
れ
が
城
北
サ
ッ
カ
ー
部
の
強
み

な
の
だ
。
最
近
現
役
の
選
手
た
ち
の
朗
報
が
東
京
ま
で
聞

こ
え
て
く
る
。
あ
の
空
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
元
気
に
暴

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
こ
ん
な
に
遠
く
に
い
て
も
ゾ

ク
ゾ
ク
し
て
く
る
。
現
役
の
頃
は
Ｏ
Ｂ
が
残
し
て
い
っ
た

も
の
な
ん
て
分
か
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
ん
な
も
の
は
自
分

た
ち
の
プ
レ
ー
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
確

実
に
あ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
そ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い

た
の
だ
。
そ
の
思
い
は
ま
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
袖
を
通
し

た
自
分
に
も
伝
わ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
の
写
真
で
見
せ
た
眼

だ
っ
た
の
だ
。

　

宮
本
監
督
は
器
用
貧
乏
で
は
な
い
不
器
用
大
富
豪
だ
。

こ
れ
か
ら
城
北
は
ま
だ
ま
だ
成
長
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
い

ず
れ
ど
こ
の
チ
ー
ム
も
我
ら
が
ア
ッ
ズ
ー
リ
（
青
色
軍
団
）

を
見
た
だ
け
で
恐
れ
を
な
す
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。


